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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透液性のトップシートと、不透液性のバックシートと、当該トップシートおよびバック
シートの間に介在する吸液性コアとを有する略矩形帯状の積層パネルと、
　前記積層パネルの長手方向両側部でそれぞれ幅方向両側がわに張り出すサイドフラップ
と、
　前記積層パネルの幅方向両側部のそれぞれで、積層パネルの幅方向側部がわの表層を成
す疎水性のシート部材を折り返すことで形成され、当該積層パネルの幅方向側縁に沿って
長手方向に伸びるとともに少なくともその長手方向中間部分では起立性向を有するカフと
、
　を備え、
　前記積層パネルの長手方向側部とその幅方向両側に張り出すサイドフラップとを含む胴
周り域が当該長手方向両側の二箇所に形成されるとともに、当該二箇所の胴周り域間の積
層パネルとその幅方向両側部のカフとを含む股下域が形成される着用物品において、
　前記二箇所の胴周り域のうち少なくともいずれか一方では、前記カフが、積層パネルの
長手方向の側縁から中央側への所定区間に亘って、前記積層パネルの幅方向側部がわの表
層を成す疎水性のシート部材が積層パネルの幅方向外側に基端縁を起点にして折り返され
て当該表層上に接合されるとともに、当該表層上に接合した位置よりも幅方向外側に離間
した屈曲端縁を起点にして幅方向内側に折り返され、かつ前記基端縁よりも幅方向内側に
位置する先端縁を起点として幅方向外側に折り返されて形成されることを特徴とする着用
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物品。
【請求項２】
　前記股下域の積層パネルには、前記カフの固定端縁より積層パネルの幅方向外側に離間
した位置に、当該幅方向側縁に沿って伸びる弾性部材が設けられ、
　前記カフの前記先端縁には、長手方向に沿った弾性部材が設けられており、
　前記シート部材が積層パネルの幅方向外側に前記基端縁を起点にして折り返されて当該
表層上に接合された接合域は、前記カフの前記固定端縁より積層パネルの幅方向外側に離
間した位置の前記弾性部材よりも前記長手方向外側に配置されている、請求項１に記載の
着用物品。
【請求項３】
　前記股下域の積層パネルには、前記カフの固定端縁より積層パネルの幅方向外側に離間
した位置に、当該幅方向側縁に沿って伸びる弾性部材を設けるとともに、
　前記所定区間内で前記積層パネルの幅方向側部がわの表層を成す疎水性のシート部材を
積層パネルの表層側に立ち上げる部分の固定端縁を、前記積層パネルの展開状態で、前記
弾性部材を設けた位置より幅方向内側に離間配置したことを特徴とする請求項１に記載の
着用物品。
【請求項４】
　前記シート部材は、前記基端縁よりも幅方向内側に位置する前記先端縁を基点に前記ト
ップシート側に折り返された後、前記幅方向外側に向かって折り返されて接合されている
、請求項１に記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつ等の着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の着用物品として、透液性のトップシートと、不透液性のバックシートと、当該ト
ップシートおよびバックシートの間に介在する吸液性コアとを有する略矩形帯状の積層パ
ネルと、積層パネルの長手方向両側部でそれぞれ幅方向両側がわに張り出すサイドフラッ
プと、積層パネルの幅方向両側部のそれぞれで、積層パネルの幅方向側部がわの表層を成
す疎水性のシート部材を折り返すことで形成され、当該積層パネルの幅方向側縁に沿って
長手方向に伸びるとともに少なくともその長手方向中間部分では起立性向を有するカフと
、を備えて、積層パネルの長手方向側部とその幅方向両側に張り出すサイドフラップとを
含む胴周り域が当該長手方向両側の二箇所に形成されるとともに、当該二箇所の胴周り域
間の積層パネルとその幅方向両側部のカフとを含む股下域が形成されているものが知られ
ている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１に開示される着用物品では、上記カフは、胴周り域（積層パネルの長手方向
両側部）ではその固定端縁から幅方向内側に倒伏され、当該カフよりも幅方向内側のトッ
プシート上に密着させた状態で接合されている。
【特許文献１】特許第３５７６０３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記構成の着用物品では、胴周り域の広い範囲に亘ってカフが横たわる
ことになる。そして、このカフを成すシート部材（すなわち、積層パネルの幅方向側部が
わの表層を成す疎水性のシート部材）は疎水性を有している。
【０００５】
　このため、上記着用物品では、尿等の液体が、胴周り域内で比較的広範囲に横たわるカ
フの表面を伝って外部に漏れやすくなってしまうという問題があった。
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【０００６】
　また、カフが胴周り域内で比較的広範囲に亘って横たわっている分、吸液性コアを有す
る積層パネルがカフを介さずに直接装着者の肌に密着する領域が狭くなり、胴周り域にお
ける吸液能力が低くなることも、外部に漏れやすくなる一因となっていた。
【０００７】
　そこで、本発明は、胴周り域から液体が外部に漏れるのを抑制することができる着用物
品を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明にあっては、透液性のトップシートと、不透液性のバックシートと、当
該トップシートおよびバックシートの間に介在する吸液性コアとを有する略矩形帯状の積
層パネルと、上記積層パネルの長手方向両側部でそれぞれ幅方向両側がわに張り出すサイ
ドフラップと、上記積層パネルの幅方向両側部のそれぞれで、積層パネルの幅方向側部が
わの表層を成す疎水性のシート部材を折り返すことで形成され、当該積層パネルの幅方向
側縁に沿って長手方向に伸びるとともに少なくともその長手方向中間部分では起立性向を
有するカフと、を備え、上記積層パネルの長手方向側部とその幅方向両側に張り出すサイ
ドフラップとを含む胴周り域が当該長手方向両側の二箇所に形成されるとともに、当該二
箇所の胴周り域間の積層パネルとその幅方向両側部のカフとを含む股下域が形成される着
用物品において、上記二箇所の胴周り域のうち少なくともいずれか一方では、上記カフが
、積層パネルの長手方向の側縁から中央側への所定区間に亘って、上記積層パネルの幅方
向側部がわの表層を成す疎水性のシート部材が積層パネルの幅方向外側に基端縁を起点に
して折り返されて当該表層上に接合されるとともに、当該表層上に接合した位置よりも幅
方向外側に離間した屈曲端縁を起点にして幅方向内側に折り返され、かつ前記基端縁より
も幅方向内側に位置する先端縁を起点として幅方向外側に折り返されて形成されることを
特徴とする着用物品。
【０００９】
　請求項２の発明にあっては、上記股下域の積層パネルには、カフの固定端縁より積層パ
ネルの幅方向外側に離間した位置に、幅方向側縁に沿って伸びる弾性部材が設けられ、カ
フの先端縁には、長手方向に沿った弾性部材が設けられており、前記シート部材が積層パ
ネルの幅方向外側に基端縁を起点にして折り返されて当該表層上に接合された接合域は、
前記カフの固定端縁より積層パネルの幅方向外側に離間した位置の弾性部材よりも前記長
手方向外側に配置されていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３の発明にあっては、上記股下域の積層パネルには、上記カフの固定端縁より積
層パネルの幅方向外側に離間した位置に、当該幅方向側縁に沿って伸びる弾性部材を設け
るとともに、上記所定区間内で上記積層パネルの幅方向側部がわの表層を成す疎水性のシ
ート部材を積層パネルの表層側に立ち上げる部分の固定端縁を、上記積層パネルの展開状
態で、上記弾性部材を設けた位置より幅方向内側に離間配置したことを特徴とする。
　請求項４の発明にあっては、前記シート部材は、前記基端縁よりも幅方向内側に位置す
る先端縁を基点に前記トップシート側に折り返された後、前記幅方向外側に向かって折り
返されて接合されている。

【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明によれば、二箇所の胴周り域のうち少なくとも一方で、積層パネルの長
手方向の側縁から中央側への所定区間に亘って、積層パネルの幅方向側部がわの表層を成
す疎水性のシート部材を積層パネルの幅方向外側に折り返して、さらに幅方向内側に折り
返すことで、当該胴周り域でカフが横たわる領域をより狭くすることができるため、換言
すれば、透液性のトップシートの幅寸法をより大きくすることができるため、当該カフの
表面を伝って液体が外部へ漏れるのを抑制することができる。
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【００１３】
　また、積層パネルの幅方向側部がわの表層を成す疎水性のシート部材を、幅方向外側に
折り返して当該表層上に接合したため、当該胴周り域ではカフが上記従来構造に比べて積
層パネルの幅方向両側に寄せて配置されることになり、当該胴周り域の幅方向中央部に、
吸液性コアを有する積層パネルがカフを介さずに直接被装着者の肌に密着する領域をより
広く確保することができる。よって、胴周り域における吸液性を高めることができ、外部
への液体の漏れを少なくすることができる。
【００１４】
　請求項２の発明によれば、股下域の積層パネルの弾性部材によって、積層パネルの幅方
向側部にギャザーが生じることになる。また、カフの先端縁の弾性部材によって、カフの
先端縁が長手方向に縮んでカフのギャザーが形成されるとともに、カフを介して積層パネ
ルの長手方向両側を中央側に引っ張る力が作用して、積層パネルをトップシート側を内側
とする状態で長手方向に湾曲させ、かつ、カフを積層パネルの長手方向中央部で壁状に起
立させる性向が与えられている。
【００１５】
　請求項３の発明によれば、上記弾性部材の収縮によって股下域でカフが起立した状態を
得ることができるとともに、カフおよび弾性部材がそれぞれ適切な位置に配置された状態
（すなわち、カフが大腿の付け根の鼠蹊部に配置され、弾性部材が足回り部に配置された
状態）、ひいては所期の防漏機能を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　（第１実施形態）図１は、本実施形態にかかる着用物品の斜視図、図２は、着用物品の
一部（胴周り域近傍）を拡大して示す斜視図、図３は、図２のIII－III断面図、図４は、
図３に示すカフが膨らんだ状態を示す図である。なお、以下では、着用物品を使い捨てお
むつとして実施した場合について例示する。
【００１８】
　図１に示すように、積層パネル２は、透液性のトップシート３と、不透液性のバックシ
ート４と、トップシート３とバックシート４との間に介在し、それらトップシート３およ
びバックシート４のうち少なくともいずれか一方に接合された吸液性コア５とを有してお
り、展開状態では全体として略矩形帯状を呈している。
【００１９】
　また、この積層パネル２の長手方向両側部には、それぞれ、幅方向両側がわに張り出す
一対のサイドフラップ６，６が設けられている。
【００２０】
　さらに、この積層パネル２の幅方向両側部には、それぞれ、積層パネル２の幅方向側部
およびサイドフラップ６の表層を成すシート部材７を折り返すことで幅方向側縁２ａに沿
って長手方向に伸びるカフ８，８が形成されている。
【００２１】
　このカフ８は、積層パネル２の長手方向中央部分では、トップシート３の表面状に略一
定幅（高さ）で突出するように折り曲げて形成されるとともに、その先端縁８ａには例え
ば紐状の弾性部材９が伸縮状態で取り付けられている。この弾性部材９によって、カフ８
の先端縁８ａが長手方向に縮んでカフ８のギャザーが形成されるとともに、カフ８を介し
て積層パネル２の長手方向両側を中央側に引っ張る力が作用して、積層パネル２をトップ
シート３側を内側とする状態で長手方向に湾曲させ、かつ、カフ８を積層パネル２の長手
方向中央部で壁状に起立させる性向が与えられている。
【００２２】
　また、積層パネル２の長手方向中央部分では、カフ８の固定端縁８ｂよりも当該積層パ
ネル２の幅方向外側（幅方向側縁２ａ側）に離間した位置に、幅方向側縁２ａおよび固定
端縁８ｂに沿うように例えば紐状の弾性部材１０が伸張状態で設けられている。この弾性
部材１０によって、積層パネル２の幅方向側部にギャザーが生じることになる。
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【００２３】
　一方、積層パネル２の長手方向両側部分では、カフ８は折り畳まれてトップシート３の
表面上に横たわる状態で接合されている。この部分の詳細形状については後述する。
【００２４】
　かかる構成を備える使い捨ておむつ１では、積層パネル２の長手方向の各側部とその幅
方向両側に張り出す一対のサイドフラップ６，６が胴回り域Ｗ，Ｗとなる。これら二箇所
の胴回り域Ｗ，Ｗは、装着状態では、それぞれ装着者の腰周りの腹側および背中側に密着
し、一対のサイドフラップ６，６の先端に設けられたテープファスナ１１，１１によって
相互に接続されて、装着者の胴回りに一連の環状領域を形成する。
【００２５】
　なお、積層パネル２の長手方向両側部には、それぞれ長手方向側縁２ｂに沿って帯状の
弾性部材（図示せず）が伸張状態で設けられており、これにより、胴周り域Ｗ，Ｗに伸縮
性が与えられている。
【００２６】
　そして、上記二箇所の胴回り域Ｗ，Ｗ間の積層パネル２と、その幅方向両側部に設けら
れた一対のカフ８，８によって股下域Ｉが形成される。この股下域Ｉは、装着者の股下に
あてがわれるとともに、起立性向を有するカフ８，８が防漏壁となって、液体が積層パネ
ル２のトップシート３側（装着者の肌に当接する側）から外部に漏れるのを抑制するよう
になっている。
【００２７】
　なお、おむつ１が装着された状態では、股下域Ｉとなる積層パネル２の長手方向中央部
においてその幅方向両側部に幅方向側縁２ａに沿うように設けた弾性部材１０が、装着者
の脚の付け根に積層パネル２の幅方向側部を密着させる機能を担うことになる。
【００２８】
　ここで、積層パネル２の長手方向側部におけるカフ８の構造について説明する。
【００２９】
　胴周り域Ｗ内では、積層パネル２の長手方向側縁２ｂから中央側への所定区間Ｐ（図２
）に亘って、積層パネル２の幅方向側部がわの表層を成すシート部材７が積層パネル２の
幅方向外側に基端縁Ａを起点として折り返され、当該表層上に接合域Ｂで接合されている
。なお、シート部材７は、トップシート３上に接合域Ｃで接合されており、当該接合域Ｃ
の幅方向内側の端縁Ｃ１が、カフ８がトップシート３の表層側に立ち上がる固定端縁Ｄと
なる。
【００３０】
　さらに、このシート部材７は、接合域Ｂの当該幅方向外側の端縁Ｂ１よりも幅方向外側
に離間した屈曲端縁Ｅを起点として当該幅方向内側へ折り返されている。
【００３１】
　そして、屈曲端縁Ｅで折り返した先側となる先端縁Ｆでは、シート部材７はトップシー
ト３側に折り返され、この折り返された部分が接合域Ｇでトップシート３上に接合されて
いる。このとき、接合域Ｇは、先端縁Ｆより当該幅方向外側に離間配置されている。なお
、先端縁Ｆは、積層パネル２の長手方向中央部（股下域Ｉ）においてもカフ８の先端縁８
ａとなり、この先端縁８ａでシート部材７を屈曲させた内側に巻き込むようにして、弾性
部材９が設けられている。また、胴周り域Ｗで、トップシート３とバックシート４との間
に挟まれているのはクッション層１２である。
【００３２】
　かかる構成では、上述したように、シート部材７を積層パネル２の幅方向外側に折り返
して、さらに幅方向内側に折り返すことで、当該胴周り域Ｗでカフ８が横たわる領域（幅
Ｘ）を上記従来構造より狭くすることができる。このため、カフ８の表面８ｃを伝って液
体が外部へ漏れるのを抑制することができる。
【００３３】
　また、シート部材７を、積層パネル２の幅方向側部がわの表層を成すシート部材７を、
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幅方向外側に折り返して当該表層上に接合したため、胴周り域Ｗではカフ８が上記従来構
造に比べて積層パネル２の幅方向両側（外側）に寄せて配置されることになり、当該胴周
り域Ｗの幅方向中央部に、吸液性コア５を有する積層パネル２がカフ８を介さずに直接被
装着者の肌に密着する領域Ｙ（図１）をより広く確保することができる。このため、胴周
り域Ｗにおける吸液性を高めることができ、外部への液体の漏れを少なくすることができ
る。
【００３４】
　さらに、上述したように、積層パネル２の幅方向側部がわの表層を成すシート部材７を
、幅方向外側に折り返して当該表層上に接合した位置（接合域Ｂ，端縁Ｂ１）よりも幅方
向外側に離間した位置（屈曲端縁Ｅ）で、幅方向内側に折り返したため、接合域Ｂの幅方
向外側の端縁Ｂ１と屈曲端縁Ｅとの間に、シート部材７の余長領域が形成されることとな
り、図４に示すように、カフ８がトップシート３の表面側に膨らむことができるようにな
る。このため、カフ８が股下域Ｉで起立する部分と胴周り域Ｗで横たわって装着者の肌に
密着する部分との境界部分等において、カフ８の肌への密着性を高め、カフ８による防漏
性を高めることができる。
【００３５】
　また、本実施形態では、シート部材７を先端縁Ｆで折り返した部分をトップシート３上
に接合した接合域Ｇ（端縁Ｇ１）を、先端縁Ｆより当該幅方向外側に離間配置しているた
め、これら先端縁Ｆと接合域Ｇの幅方向内側の端縁Ｇ１との間にも余長領域が形成され、
カフ８がトップシート３の表面側に膨らみやすくなっている。
【００３６】
　さらに、本実施形態では、股下域Ｉの積層パネル２には、上述したように、カフ８の固
定端縁８ｂより積層パネル２の幅方向外側に離間した位置に、当該幅方向側縁２ａに沿っ
て伸びる弾性部材１０を設けるとともに、図２に示すように、上記所定区間Ｐ内でシート
部材７を積層パネル２の表層側に立ち上げる部分の固定端縁Ｄを、積層パネル２の展開状
態で、弾性部材１０を設けた位置Ｈより幅方向内側に離間配置している。このため、股下
域Ｉおよび胴周り域Ｗともに、弾性部材１０によって引っ張られてカフ８の形状が所期の
形状を維持できなくなるのを抑制することができる。
【００３７】
　（第２実施形態）図５は、本実施形態にかかる着用物品についての図２のIII－III断面
と同じ断面（図３と同じ断面）における断面図である。なお、本実施形態にかかるおむつ
は、上記第１実施形態にかかるおむつと同様の構成要素を備えている。よって、以下の説
明では、共通の構成要素については共通の符号を付すとともに、重複する説明を省略する
。
【００３８】
　本実施形態にかかるおむつは、胴周り域Ｗにおけるカフ８Ａの折り畳形状が上記第１実
施形態にかかるカフ８の折り畳み形状と相違している点以外、第１実施形態にかかるおむ
つ１と全く同様の構成を備えている。
【００３９】
　そして、本実施形態では、所定区間Ｐ内では、積層パネル２の幅方向側部がわの表層を
成す疎水性のシート部材７を幅方向外側に折り返した部分の基端縁Ａの位置と、さらに幅
方向内側に折り返した部分の先端縁Ｆの位置とを、当該幅方向に略一致させている。
【００４０】
　かかる構成によれば、カフ８Ａをなすシート部材７が等幅で二重に折り畳まれることに
なるため、胴周り域Ｗで横たわったカフ８Ａが肌に密着する領域の面積（幅ＸＡ）を最小
化することができ、以て、当該カフ８Ａを伝って液体が外部へ漏れるのをより一層抑制す
ることができる。
【００４１】
　なお、上記各実施形態において、トップシート３には、不織布や開孔プラスチックフィ
ルム等の透液性のシート、好ましくは透液性かつ疎水性のシートが使用される。一方、バ
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ックシート４には、不透液性のプラスチックフィルムまたはプラスチックフィルムと疎水
性不織布のラミネートシート、好ましくは通気不透液性のシートが使用される。
【００４２】
　また、シート部材７（カフ８）には、通気不透液性の不織布シートまたは通気不透液性
の伸縮性不織布シートが使用される。伸縮性不織布シートを使用する場合は、カフ８を伸
張状態で積層パネル２上に固定することで、弾性部材９を省略することが可能となる。不
織布としては、坪量７～３５ｇ／ｍ２（さらに好適には１０～２０ｇ／ｍ２）の繊維から
なるスパンボンド不織布、スパンレース不織布、メルトブローン不織布等の不織布を使用
することができる。また、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル等の熱可塑性樹
脂を原料とする合成繊維からなる不織布を用いてもよい。さらに、柔らかさと防漏性を向
上するために、透湿性のフィルムを単独、または上記不織布と併用（貼り合わせや挟み込
み）して使用してもよい。
【００４３】
　また、吸液性コア５は、フラッフパルプと高吸収性ポリマーとの混合物であり、所要の
厚みに圧縮され、その全体がティッシュペーパ等の透水シートによって被覆されている。
【００４４】
　また、シート同士の接合や弾性部材の取り付けには、ホットメルト接着剤や粘着剤、熱
溶着、ソニックエンボス等の種々の剤や接合技術を利用することができる。なお、接合域
は、幅方向側縁に沿って略平行とすることは必須ではなく、斜めに設けてもよい。
【００４５】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態には限定さ
れず種々の変形が可能である。また、本発明は、開放型の使い捨ておむつの他、パンツ型
の使い捨ておむつ、不透液性のプラスチックフィルムまたはプラスチックフィルムと疎水
性不織布とのラミネートシート等で形成されたおむつカバーとしても実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の実施形態にかかる着用物品の斜視図。
【図２】本発明の第１実施形態にかかる着用物品の一部を拡大して示す斜視図。
【図３】図２のIII－III断面図。
【図４】図３に示すカフが膨らんだ状態を示す図。
【図５】本発明の第２実施形態にかかる着用物品についての図３と同じ断面における断面
図。
【符号の説明】
【００４７】
　１　おむつ（着用物品）
　２　積層パネル
　３　トップシート
　４　バックシート
　５　吸液性コア
　６　サイドフラップ
　７　シート部材
　８，８Ａ　カフ
　９　弾性部材
　Ａ　基端縁
　Ｃ　接合域
　Ｄ　固定端縁
　Ｅ　屈曲端縁
　Ｆ　先端縁
　Ｈ　弾性部材９を設けた位置
　Ｉ　股下域
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